
無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

29

じ

　
　え 

ん

　
本
年
一
月
、
當
山
第
二
十
四
世
顕
道
日
淳
上
人
第
五
十
回
忌
、
第
二
十
五
世
妙
惠
日
惠
尼
上
人
第
三
十
七
回
忌
法
要
が
奉

修
さ
れ
ま
し
た
。
現
住
職
が
11
歳
、
小
学
校
5
年
時
の
師
父
の
遷
化
か
ら
50
年
、
齢
還
暦
を
昨
年
迎
え
、
母
堂
遷
化
後
の
36

年
の
年
月
が
住
職
在
職
期
間
で
も
あ
り
、
思
い
一
入
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
両
先
代
年
回
法
要
を
迎
え
る
直
前
の
ひ
と
月
の
間
に
、
當
山
総
代
大
野
典
也
先
生
、
植
田
新
太
郎
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
、

當
山
に
と
り
ま
し
て
誠
に
大
き
な
悲
し
み
で
あ
り
、
こ
の
上
な
い
喪
失
感
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。
植
田
氏
は
昭
和
60
年
の
御

会
式
、
大
野
先
生
は
平
成
14
年
の
御
会
式
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
代
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
植
田
氏
は
、
妙
惠
尼
上
人
在
職
中
よ
り
総
代
就
任
を
ご
依
頼
し
、
本
堂
再
建
委
員
と
し
て
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
役
員
会
に
お
け
る
的
確
な
ご
指
摘
や
當
山
運
営
に
卓
越
し
た
ご
意
見
は
比
類
の
な
い
も
の
で
、
ま
た
、
そ
の
お
優
し
い
お

声
が
け
の
数
々
は
、
未
だ
に
耳
の
奥
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
対
外
的
な
活
動
に
お
い
て
残
さ
れ
た
そ
の
功
績
や
善
行

は
記
憶
に
留
め
る
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
大
野
先
生
は
、
妙
惠
尼
上
人
七
回
忌
の
後
、
日
照
上
人
贈
進
の
法
華
経
を
求
め
て
渡
米
し
た
際
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ご

自
宅
に
ご
一
家
を
お
訪
ね
し
た
の
が
そ
の
知
遇
を
得
た
最
初
で
し
た
（
烏
山
信
報
昭
和
63
年
9
月
20
日
第
6
号
）。
そ
の
後
、

慈
恵
医
大
の
旧
校
舎
研
究
室
に
度
々
お
話
を
伺
い
に
参
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
青
年
の
よ
う
な
志
と
滞
米
生
活
で
培
わ
れ
た

自
由
や
平
等
に
対
す
る
人
と
し
て
の
真
摯
な
生
き
方
、
研
究
生
活
で
の
不
屈
の
精
神
、
真
理
探
究
へ
の
努
力
と
柔
軟
さ
、
こ

れ
ら
は
小
衲
の
人
生
の
指
針
と
な
り
、
正
に
師
範
と
言
え
ま
し
た
。

　
両
先
代
遷
化
後
の
當
山
の
歴
史
に
お
い
て
お
二
人
の
果
た
さ
れ
た
役
割
と
功
績
を
心
に
刻
み
、
そ
の
遺
志
を
継
い
で
當
山

護
持
に
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
誓
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。�

鴉　
鵠

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

●
1
月
1
日
　
元
旦
国
祷
会

●
1
月
10
日
　
裏
千
家
淡
交
会
互
礼
会

●
1
月
13
日
　
正
隆
会
初
題
目

●
1
月
15
日
　
裏
千
家
初
釜
式

●
1
月
18
日
　
立
正
大
学
教
授
北
川
前
肇
先
生
最
終
講
義

●
1
月
22
日
　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
中
里
勝
禮
先
生

　（
法
寿
71
歳
）　
赤
坂
圓
通
寺
住
職
密
葬
・
通
夜

●
1
月
25
日
　
千
葉
教
区
新
年
会

●
1
月
28
日
　
当
山
両
先
代
上
人
年
回
法
要

●
1
月
31
日
　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

　
井
上
日
宏
先
生
（
法
寿
90
歳
）
遷
化

　

2
月
8
日
の
本
葬
儀
に
先
立
ち
、
同
2
日
に
納
棺
式

が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
2
月
1
日
　
永
隆
寺
先
々
代
上
人
年
回
法
要

　

永
隆
寺
先
々
代
大
僧
正
木
下
日
衆
上
人
（
親
良
院
日

衆
上
人
）
第
三
十
七
回
忌
法
要
が
法
華
寺
久
野
泰
瑞
上

人
御
導
師
に
よ
り
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
2
月
3
日
　
正
隆
会
節
分
会
豆
ま
き

●
2
月
5
日
　
目
黒
・
立
源
寺
本
葬
儀

　

昨
年
11
月
7
日
に
遷
化
さ
れ
た
石
井
隆
康
上
人
（
龍

泉
院
日
香
上
人　

法
寿
70
歳
）
本
葬
儀
が
厳
か
に
奉
修

さ
れ
八
芳
園
に
て
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
2
月
6
日
～
8
日
　

　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
台
湾
旅
行

　

7
日
、
台
南
光
徳
寺
参
拝
、
浄
心
老
師
面
談
。

●
2
月
20
日
　
宗
教
法
制
研
究
会
　
於　

弁
護
士
会
館

●
2
月
28
日
　
興
隆
学
林
卒
業
式
　
学
林
宗
務
院
協
議
会

3 月 10日（土）	東日本大震災祥月忌（第八回忌）（人形町法華宗宗務院御宝前）	
	 東京大空襲祥月忌（両国・東京慰霊堂）
4 月 14日（土）	勉強会「法華経の略要品」拝読 -4-
5 月 14日（月）	課外活動ウォーク　「宗祖日蓮大聖人御生誕 800年
	 記念宗祖御誕生地巡拝」旅行
6 月 9 日（土）	勉強会「法華経の略要品」拝読 -5-
7 月 14日（土）	講師勉強会（興隆学林教授　平島盛龍先生）
8 月	 休講

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講
正隆会を開催しております。仏教や法華経につい
ての勉強会や写経会、またウォーキング課外活動
を行っています。檀信徒、ご友人どなたでも参加
できます。例会では、毎回1時半より正隆廟墓前
法要を奉修しております。午後 2時開催

妙壽寺 2018 春夏秋スケジュール

3 月10日 土 	 東日本大震災祥月忌（第八回忌）参拝者募集

	 東京大空襲祥月忌　参拝者募集

5 月 1 日 火 	 猿江稲荷社例大祭

5 月14日 月 	 日蓮聖人御生誕 800 年慶讃

11 月 3 日 土 祝 	御会式・宗祖御生誕 800 年慶讃法要及び		
	 昭和本堂落慶 35 周年法要

11 月24日 土 	 一之輔落語×竹灯籠能「紅葉狩」

3 月21日 水 祝 	春季彼岸法要

4 月21日 土 ・22日 日

躑躅（つつじ）観賞会　於・鍋島客殿　自由参観

　1 月 28 日、境内に 22 日の雪の残る中、両先代上人（第二十四
世本覚院日淳上人第五十回忌　法寿 44 歳、第二十五世智覚院日
惠尼上人第三十七回忌　法寿 64 歳）の年回法要が午後 3 時より
本堂にて、東京教区宗務所長・当山相談役・永隆寺住職木下信隆
上人御導師、組寺上人式衆にて、厳かに奉修されました。堂内に
は両上人ゆかりの寺院ご住職、総代世話人役員、婦人会、有縁の
方々、親戚等 170 余名が参列してご回向・ご焼香をいただきました。
　午後 5 時から帝国ホテル「光の間」に移動しての供養席。両上
人在世当時のエピソード等のご挨拶お話をいただき、参会者一同
在りし日の両上人をお偲び致しました。

当山先代両上人 年回忌法要

左上：両上人のご宝前、右：木下信
隆上人御導師と組寺上人式衆

左：浅見慈一師による謡「江口」、仕舞「卒塔婆小町」。
中央：元宗務総長渡辺俊岳上人ご挨拶。右：当山総代・内田祥哉
先生（左）のご挨拶の後、お礼の言葉を述べる当住上人と久美夫人

猿江別院御写経会のご案内
昨年 5 月に建立された猿江別院は、当山の月例講である正隆会の開催
を通して、檀信徒の皆様をはじめ、地域の方々への法華経信仰の伝道
などをめざしております。その先鞭として「御写経会」を開催致しま
すので、ご参加をお願い申し上げます。

詳細は、別紙ご案内をご覧ください。

人形町法華宗宗務院御宝前　13：00法要

両国・東京慰霊堂　15：00参拝

11：00〜
例大祭法要後（約 30分）、錦糸町東武ホテルにて
昼食懇談会
参加費：3,000 円（猿江稲荷崇敬会費・お土産）、
　　　　昼食費は実費 3,000 円程度

小湊誕生寺と大本山鷲山寺を巡る団参旅行
（正隆会ウォーク）

お稚児さん募集

＊催しの参加お申込は、別紙詳細参照願います。

午前 11時　中日合同法要　初座
　正12時　歴代墓所並びに正隆廟法要・
　　　　　　動物廟法要
  午後 2時　中日合同法要　第二座

追 

悼
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

総
代
大
野
典
也
先
生

　

当
山
檀
信
徒
総
代
・
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
名
誉
教
授
大
野
典
也
先
生
に
は
療
養
中

の
と
こ
ろ
、
昨
年
12
月
23
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
慈
教
院
智
涌
日
典
居
士　

行
年

80
歳
）。
同
27
日
通
夜
、
28
日
葬
儀
に
は
延
べ
3
0
0
名
を
超
え
る
方
々
が
当
山
本
堂

ご
宝
前
に
参
拝
焼
香
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
研
究
を
積
ま
れ
、
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
細
菌
学
教
室
に
て
最
新
の
研
究
で
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、
数あ

ま

多た

の
後

進
の
指
導
で
慕
わ
れ
た
お
人
柄
で
あ
り
ま
し
た
。（
本
紙
平
成
25
年
9
月
20
日
・
同
26

年
1
月
11
日
号
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載
）

　

当
山
で
長
き
に
わ
た
り
檀
信
徒
総
代
を
お
務
め
い
た
だ
い
た
ウ
エ
ダ
ジ
ュ
エ
ラ
ー

取
締
役
会
長
（
帝
国
ホ
テ
ル
内
）
植
田
新
太
郎
氏
に
は
、
1
月
16
日
、
療
養
中
の
と

こ
ろ
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
東
光
院
慶
徳
智
誠
日
新
居
士 

行
年
80
歳
）。

　

同
21
日
、
22
日
当
山
ご
宝
前
に
お
い
て
ご
親
族
に
よ
り
通
夜
、
葬
儀
が
粛
や
か
に

執
り
行
わ
れ
、
後
日
お
別
れ
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
植
田
総
代
は
、
東
京
青
年
会
議

所
理
事
長
、東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
等
を
歴
任
、社
会
奉
仕
活
動
に
精
励
さ
れ
、

近
年
は
学
校
法
人
雙
葉
学
園
理
事
長
と
し
て
教
育
活
動
に
も
力
を
注
が
れ
、
そ
の
見

識
と
指
導
力
は
誠
に
優
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。（
本
紙
平
成
29
年
9
月
1
日
・
同

30
年
1
月
1
日
号
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載
＝
写
真
）

総
代
植
田
新
太
郎
氏

当住上人
の

宗務院diary

日程：5 月 14 日（月）　募集人数：40 名
行程予定▶�新宿駅⇒海ほたる⇒小湊誕生寺⇒昼食⇒清澄山⇒
　　　　　茂原・大本山鷲山寺⇒東京駅⇒新宿駅（日帰り）

宗祖日蓮大聖人御生誕800年記念
宗祖御誕生地・御霊跡巡拝

正隆会ウォーク予告

※詳細は別紙参照

参加者
募集

日時：各回すべて金曜日、午後1時より午後 7時に開催

第1回　平成 30 年 4月13日	 第 2回　平成 30 年 6月 8日
第 3回　平成 30 年 8月3日	 第 4 回　平成 30 年10月 5日
第 5回　平成 30 年12 月7日	 第 6回　平成 31年1月11日

1/9▶宗務院仕事始め、本山学林内局連絡会議
1/9,1/25▶内局会議
1/31▶法華学園臨時理事会
2/14,15▶法華宗宗門史編纂委員会
2/23▶紛議懲戒審査会

32No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp平成 30年 3月 1日発行

妙壽寺猿江別院本堂天蓋の装飾　　佐藤仁美（作家・2級建築士）
自然光と反射板を使って様々な光の表情が見れるアートを制作しました

平成33年は
宗祖御聖誕

800年800年



本
堂
落
慶
35
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
平
成
29
年
11
月
30
日
　
於
・
妙
壽
寺
猿
江
別
院
）

第19回

　
日
淳
上
人
第
五
十
回
忌
、
日
惠
尼
上
人
第
三
十
七
回
忌

　 
両
上
人
の
年
回
忌
に
あ
た
り
思
い
出
を
語
る

さ
っ
た
の
で
す
か
。そ
れ
と
も
大
坪
さ
ん
ご
自
身
が
…
。

大
坪　

私
で
す
。
晩
御
飯
を
食
べ
て
か
ら
で
す
。

住
職　

感
心
し
ま
し
た
。

大
坪　

夕
食
後
、
一
品
一
品
お
題
目
を
た
く
さ
ん
上

げ
て
、
正
の
字
を
書
い
て
い
く
の
で
す
。
ご
指
示
頂

い
た
本
数
を
あ
げ
終
わ
る
と
晴
明
庵
に
伺
い
ま
す
。

私
は
う
れ
し
く
て
お
詣
り
に
行
く
の
で
す
が
、
先
生

は
「
怖
い
よ
、
怖
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
今

思
え
ば
多
分
こ
れ
が
十
界
互
具
（
注
：
十
界
の
そ
れ

ぞ
れ
が
十
界
を
具
え
て
い
る
こ
と
で
、
地
獄
も
十
界

を
具
え
、
仏
も
十
界
を
具
え
て
お
り
、
ま
た
人
間
も

地
獄
か
ら
仏
界
ま
で
の
十
界
を
具
え
て
い
る
）
の
教

え
な
の
か
な
と
。
私
の
裏
の
中
に
い
る
悪
が
来
た
く

な
い
、
と
こ
ろ
が
、
善
の
ほ
う
は
う
れ
し
く
て
…
。

そ
れ
が
ず
っ
と
高
校
ぐ
ら
い
ま
で
続
き
ま
し
た
。
私

は
こ
の
時
に
、
全
く
目
に
見
え
な
い
も
の
を
頂
く
こ

と
を
体
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
今
ま
で
続
い

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

住
職　

藤
波
先
生
の
お
題
目
の
力
は
偉
大
で
あ
り
ま

し
た
。　

大
坪　

え
え
。
や
は
り
先
生
の
お
人
柄
を
お
慕
い
し

て
、
み
ん
な
が
畏
敬
の
念
で
、
お
題
目
の
罪
障
消
滅

を
体
感
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

住
職　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
と
、
本
当
に
藤
波

先
生
は
お
持
た
せ
す
る
の
が
好
き
で
し
た
ね
。

大
坪　

絶
対
手
ぶ
ら
で
は
帰
ら
せ
な
か
っ
た
で
す
。

住
職　

で
す
か
ら
、
そ
の
布
施
行
と
い
い
ま
し
ょ
う

か
、
私
は
非
常
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

 

修
行
と
日
常
生
活

住
職　

河
野
さ
ん
は
、
私
が
物
心
つ
い
た
と
き
に
は

お
寺
に
い
て
、
石
塚
さ
ん
も
含
め
、
何
人
か
い
る
お

兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
お
一
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
河
野
さ
ん
は
、
そ
も
そ
も
種
子
島
か
ら
妙
壽
寺

に
来
ら
れ
た
経
緯
は
…
。

河
野　

妙
壽
寺
で
立
正
大
学
の
夜
間
部
に
通
い
な
が

ら
の
所
化
だ
っ
た
寺
田
（
利
則
）
さ
ん
が
、
種
子
島

に
帰
省
し
た
時
で
し
た
。
種
子
島
に
は
、
高
校
は
あ

り
ま
す
が
、
遅
か
れ
早
か
れ
鹿
児
島
市
内
と
か
の
高

校
へ
行
く
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
そ
の
寺
田
さ
ん
曰

く
、
東
京
の
妙
壽
寺
と
い
う
お
寺
で
朝
晩
掃
除
し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
手
伝
え
ば
大
学
ま
で
出
し
て
く
れ
る

と
。
私
の
父
に
話
が
あ
っ
て
、
こ
れ
幸
い
、
私
一
人

じ
ゃ
寂
し
い
だ
ろ
う
か
ら
と
私
の
同
級
生
で
寺
田
さ

ん
の
弟
（
栄
一
郎
氏
）
も
一
緒
に
行
こ
う
と
。
そ
れ

と
、
お
手
伝
い
さ
ん
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
洋

子
さ
ん
を
連
れ
て
一
緒
に
35
年
10
月
、
私
が
中
学
2

年
の
時
に
妙
壽
寺
に
来
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
4

月
、
日
照
上
人
の
7
回
忌
に
得
度
し
た
わ
け
で
す
。

　

私
は
お
守
り
担
当
で
幼
稚
園
の
送
り
迎
え
や
全
般

に
子
守
り
を
担
当
。
一
方
、
先
輩
の
石
塚
さ
ん
は
、

既
に
お
経
が
か
な
り
出
来
て
い
ま
し
た
。

住
職　

種
子
島
と
東
京
で
は
食
べ
物
が
違
い
ま
す
が
、

慣
れ
ま
し
た
か
。

河
野　

お
寺
は
麦
飯
だ
か
ら
同
じ
で
す
よ
。
三
食
食

べ
て
、
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
よ
。（
笑
）
朝
5
時
に
起
き
て
本
堂
を
掃
除
、

6
時
か
ら
お
勤
め
で
す
。
す
る
と
、
先
代
の
住
職
も

夜
の
帰
宅
が
遅
い
の
に
、
朝
6
時
に
起
き
て
く
る
か

ら
大
し
た
も
の
だ
な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
遅
く
て
も
、
た
ま
に
は
二
日
酔
い
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
お
勤
め
し
て
い
ま
し
た
。

住
職　

石
塚
さ
ん
の
得
度
は
い
つ
で
し
た
か
。

石
塚　

小
学
校
6
年
で
す
。

住
職　

そ
れ
は
来
て
す
ぐ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

石
塚　

い
い
え
、
2
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
い
ま
し
た
。

お
会
式
の
と
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

住
職　

お
寺
に
は
常
に
10
人
以
上
の
方
々
が
住
ん
で

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
妙
惠
上
人
も
お
寺
の
奥
さ
ん

で
あ
る
と
同
時
に
、
相
撲
部
屋
の
お
か
み
さ
ん
の
よ

う
に
、
皆
さ
ん
の
食
事
な
ど
や
生
活
全
般
の
世
話
に

目
を
配
っ
て
、
住
職
の
世
話
を
す
る
、
そ
れ
は
大
変

だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

河
野　

そ
う
思
い
ま
す
よ
。

住
職　

ま
ず
石
塚
さ
ん
の
中
で
、
妙
惠
上
人
と
い
う

の
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
か
。

石
塚　

や
っ
ぱ
り
母
親
で
す
ね
。

住
職　

も
う
相
撲
部
屋
で
す
ね
、
早
い
話
。（
笑
）

石
塚　

私
が
小
学
校
4
年
で
転
入
し
た
と
き
も
一
緒

に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
の
は
妙
惠
上
人
で
す
し
、
修

学
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、
学
校
ま
で
迎
え

に
来
て
く
れ
た
の
も
妙
惠
上
人
な
ん
で
す
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
河
野
さ
ん
は
。

河
野　

当
時
は
「
奥
さ
ん
、奥
さ
ん
」
て
み
ん
な
慕
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
先
代
の
お
父
さ
ん
は
こ
わ
も

て
だ
か
ら
、
そ
の
反
面
、
お
母
さ
ん
は
優
し
い
人
で

ね
、「
み
っ
ち
ゃ
ん
、食
べ
た
」と
か
絶
え
ず
気
を
遣
っ

て
く
れ
て
…
。

石
塚　

朝
ご
は
ん
の
前
に
ご
霊
膳
が
あ
る
ん
で
す
。

ご
霊
膳
は
盛
高
（
勢
以
）
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
私
と

が
役
目
で
、
8
個
ぐ
ら
い
は
上
げ
て
い
ま
し
た
ね
。

河
野　

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

石
塚　

朝
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
木
火
鉢
の
と
こ
ろ
で

煮
て
、
そ
し
て
上
げ
る
。

住
職　

で
す
か
ら
、
盛
高
さ
ん
と
い
う
方
は
本
当
に

お
寺
に
本
郷
の
地
所
を
寄
附
し
て
、
そ
れ
が
本
堂
再

建
の
も
と
に
な
り
、
晴
明
庵
を
残
し
、
そ
し
て
晩
年

は
お
寺
で
お
給
仕
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、

や
は
り
妙
壽
寺
に
と
っ
て
は
大
変
な
方
で
し
た
。

石
塚　

そ
う
で
す
ね
。

河
野　

私
な
ん
か
種
子
島
で
は
、
お
年
玉
の
風
習
が

な
か
っ
た
か
ら
、
盛
高
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
年
玉

を
も
ら
う
の
は
楽
し
み
だ
っ
た
ね
。

住
職　

あ
あ
、
い
い
話
で
す
ね
。

 

顕
道
上
人
と
晴
明
庵

住
職　

晴
明
庵
は
、
現
在
も
8
月
に
伊
東
に
集
ま
っ

て
海
施
餓
鬼
が
あ
り
ま
す
が
、
大
坪
さ
ん
は
両
先
代

の
時
代
、
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

大
坪　

い
い
え
。
毎
年
、
母
が
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

　
話
が
飛
び
ま
す
が
、
顕
道
上
人
が
晴
明
庵
の
行
事

の
度
に
お
見
え
に
な
っ
て
、
私
に
「
お
寺
に
も
お
い

で
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。
藤
波
先
生

が
ご
遷
化
さ
れ
た
の
は
、
私
が
高
校
3
年
の
と
き
で

し
た
。

住
職　

そ
の
と
き
は
、
晴
明
庵
の
行
事
は
顕
道
上
人

が
導
師
を
勤
め
て
い
た
の
で
す
か
。

大
坪　

そ
う
で
し
た
ね
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
当
時
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

大
坪　

皆
さ
ん
、
信
仰
心
が
深
く
、
非
常
に
勉
強
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
口
角
泡
を
飛
ば
す
ぐ
ら
い
に
し
て
、

喧
々
諤
々
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。
大
変
印
象
的
で

し
た
。

住
職　

皆
さ
ん
分
け
隔
て
な
く
、
横
並
び
で
和
気
あ

い
あ
い
と
、長
幼
の
序
と
い
い
ま
す
か
、敬
い
が
あ
っ

て
、
何
と
も
言
え
な
い
雰
囲
気
で
し
た
ね
。

大
坪　

や
は
り
先
生
の
お
人
柄
と
い
う
か
、
本
当
に

み
ん
な
先
生
の
こ
と
を
敬
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

住
職　

晴
明
庵
は
先
生
の
ご
意
志
を
引
き
継
が
れ
て

と
い
う
こ
と
で
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
信
仰
の
道
場
と
し
て
、
ま
た
新
し
く
人
々

の
集
う
場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の
夢
で
、
目

標
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
師
父
顕
道
上
人
と

 
母
代
わ
り
の
妙
惠
上
人

住
職　

石
塚
さ
ん
、
河
野
さ
ん
は
先
ほ
ど
顕
道
上
人

は
厳
し
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
…
。

石
塚　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

（
笑
）
例
え
ば
河
野
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
っ

て
い
な
い
と
、「
泰
弘
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
か

ら
だ
め
だ
」
と
。

河
野　

ま
あ
、
兄
弟
子
だ
か
ら
ね
。

住
職　

年
は
一
歳
若
く
て
も
。

石
塚　

そ
う
。
と
に
か
く
周
り
の
人
が
ち
ょ
っ
と

チ
ョ
ン
ボ
し
て
も
怒
ら
れ
る
の
は
私
な
ん
で
す
。
そ

の
こ
と
全
然
知
ら
な
い
で
ね
。
あ
の
当
時
、
何
で
怒

ら
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ね
、
不
思
議
だ
っ

た
で
す
よ
。

河
野　

正
座
し
て
本
堂
か
ど
こ
か
に
座
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
。

石
塚　

あ
の
当
時
、
お
線
香
が
1
本
な
く
な
る
の
に

30
分
か
か
り
、
そ
の
間
、
本
堂
で
、
一
人
で
お
題
目

を
唱
え
て
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
。

河
野　

私
も
一
度
一
緒
に
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
と
、
吉
祥
寺
に
映
画
や
食
事
に
何
度
も
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
っ
た
ね
。

住
職　

父
に
で
す
か
。

河
野　

そ
う
そ
う
。
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
と
何
回

か
行
っ
た
ね
。

住
職　

私
は
何
し
ろ
父
と
は
短
く
、
10
年
で
す
か
ら
。

そ
の
思
い
出
の
中
で
は
、
何
で
子
供
を
連
れ
て
い
っ

た
の
か
と
思
う
の
は
、
必
ず
行
く
の
は
勝
新
の
映
画
、

「
兵
隊
や
く
ざ
」
と
「
座
頭
市
」。
そ
の
「
兵
隊
や
く

ざ
」
と
い
う
の
は
今
考
え
て
み
る
と
、
父
も
戦
争
へ

行
っ
て
い
る
か
ら
、
父
に
と
っ
て
は
懐
か
し
か
っ
た

の
で
は
。
そ
れ
と
お
で
ん
屋
と
か
飲
み
屋
さ
ん
で
す

ね
。
お
酒
は
ビ
ー
ル
を
は
じ
め
好
き
で
し
た
。

住
職　

そ
う
い
う
中
で
昭
和
44
年
に
師
父
、
顕
道
先

代
が
遷
化
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
坪
さ
ん
、
や
は

り
驚
か
れ
ま
し
た
か
。

大
坪　

2
、
3
ヵ
月
に
一
回
ぐ
ら
い
私
の
家
に
、
回

向
に
お
見
え
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
か
に
取
り
つ

か
れ
た
よ
う
に
、
熱
心
に
お
経
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
後
寛
が
れ
、進
路
に
迷
っ
て
い
た
私
に
、

親
身
に
な
っ
て
叱
咤
激
励
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

あ
る
晩
、
弟
か
ら
顕
道
上
人
を
お
寺
ま
で
お
送
り

し
ま
し
た
時
、「
兄
貴
、
顕
道
上
人
の
身
体
の
ぐ
あ

い
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
ち
ょ
っ
と
足
を
引
き

ず
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

間
も
な
く
、
妙
惠
上
人
か
ら
顕
道
上
人
が
入
院
さ
れ

た
と
電
話
で
伺
い
ま
し
た
。
私
は
出
張
か
ら
帰
っ
て

き
た
ば
か
り
で
遅
か
っ
た
の
で
、「
明
日
に
お
見
舞

い
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
っ
て
、
そ
の

日
は
寝
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
明
け
方
に
妙
惠
上

人
か
ら
母
の
と
こ
ろ
に
電
話
が
あ
っ
て
、
ご
遷
化
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

母
は
非
常
に
妙
惠
上
人
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
一
番
に
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
車
で
病
院

へ
向
か
い
ま
し
た
。
父
と
母
と
私
と
3
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
深
い
悲
し
み
に
声
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ご
住
職
は
伺
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私

が
妙
惠
上
人
か
ら
後
で
伺
っ
た
の
は
、
病
院
の
方
角

が
、
嫌
だ
な
と
言
わ
れ
て
入
院
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
今
で
も
、
お
電
話
を
い
た
だ
い
た
時
と
次

の
日
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

住
職　

石
塚
さ
ん
は
顕
道
上
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
を
後
か
ら
わ
か
っ
た
ん
で
す
か
。

石
塚　

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
時
は
私
も
お
寺
を
出
て

か
ら
10
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
い
ま
し
た
の
で
。

河
野　

私
は
わ
け
が
あ
り
ま
し
て
、
妙
壽
寺
さ
ん
と

3
、
4
年
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
種
子
島

に
帰
省
し
て
い
た
時
で
、
知
ら
せ
を
聞
い
て
す
ぐ
に

妙
惠
上
人
に
電
話
し
、
線
香
を
上
げ
に
行
っ
て
い
い

か
と
、
す
ぐ
来
て
く
れ
と
。
大
学
1
年
か
2
年
で
、

そ
れ
か
ら
ま
た
ず
っ
と
お
寺
に
は
事
あ
る
ご
と
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
お
会
式
と
か
施
餓

鬼
の
と
き
は
、
弁
当
を
私
が
帰
り
に
届
け
た
り
し
ま

し
た
ね
。
私
の
結
婚
式
に
も
来
て
く
れ
た
し
、
そ
の

後
も
ず
っ
と
お
つ
き
合
い
し
て
い
ま
す
ね
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
私
は
、
師
父
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
ま
だ
小
学
校
5
年
生
で
し
た
か
ら
。
あ
の
こ

ろ
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
大
勢
い
た
時
代
だ
っ
た
な
と
…
。

 

こ
れ
か
ら
の
妙
壽
寺

 

あ
る
べ
き
姿
と
は

住
職　

そ
う
い
う
中
で
、
皆
さ
ん
お
三
方
に
は
本
当

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
で
す
が
、
今

の
妙
壽
寺
は
そ
う
い
う
歴
史
の
中
で
今
日
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
過
去
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
両
先
代
、
顕
道
・
妙
惠
上
人
の
時
代
か
ら
引
き

継
が
れ
、
我
々
も
ま
た
い
ず
れ
過
去
の
人
に
な
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。
私
が
36
年
間
、
つ
ま
り
、
妙
惠
上

人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
37
回
忌
で
36
年
間
住
職
を
勤

め
て
、
お
寺
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
る
種
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
励
ま
し
だ
と
思
い

ま
す
。
日
照
上
人
が
や
り
遂
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
両

先
代
が
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
に
皆
様
方
が
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
の
中
で
良
く
も
悪
く
も
巻
き
込
ま
れ
て
、

今
日
こ
こ
に
い
て
、
4
人
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
い

う
ご
縁
の
中
で
、
妙
壽
寺
と
晴
明
庵
を
ど
の
よ
う
に

残
し
て
い
く
か
、
展
望
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
坪　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
私
が
非

常
に
小
さ
い
と
き
に
は
、
た
だ
わ
け
も
わ
か
ら
ず

に
、
た
だ
お
題
目
1
本
上
げ
れ
ば
、
次
の
日
は
周
囲

の
雰
囲
気
が
違
う
と
い
う
の
を
す
ご
く
感
じ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
20
代
、
30
代
、
40

代
と
こ
う
し
て
き
ま
し
た
。
1
つ
残
念
な
の
は
、
も

し
顕
道
上
人
が
あ
と
5
年
、
あ
る
い
は
10
年
ご
健
在

で
し
た
ら
、
私
の
人
生
は
相
当
変
わ
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
と
に
か
く
お
坊
さ
ん

に
な
れ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
今
日
ご
住
職
が

こ
う
い
う
席
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
、
正
行
院
（
晴

明
庵
藤
波
妙
龍
先
生
）
か
ら
始
ま
っ
て
、
顕
道
上
人
、

妙
惠
上
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
今
日
お
話
し
し
て
い
な

い
こ
と
も
ま
だ
た
く
さ
ん
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
思
い
出
の
も
と
に

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
が
あ
る
訳
で
す
か
ら
、
現
在

の
妙
壽
寺
、
こ
れ
か
ら
の
妙
壽
寺
と
い
う
こ
と
よ
り

も
、
私
自
身
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
い
い
の
か
と
。

　

お
手
伝
い
出
来
る
の
は
、
頑
張
っ
て
も
10
年
ぐ
ら

い
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
生
意
気
な
言
い
方
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
妙
壽
寺
の
寺
務
と
か
が
大
変
改
善
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
よ
く
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
ご

住
職
の
ご
尽
力
の
賜
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う

中
で
、
常
々
ご
住
職
が
言
わ
れ
て
い
る
、
ま
だ
改
善

出
来
る
と
こ
ろ
は
何
が
あ
る
か
と
い
っ
た
と
き
、
そ

れ
に
必
要
な
の
が
適
材
の
人
と
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、

我
々
は
、
微
力
な
が
ら
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
お
手
伝
い
さ

せ
て
頂
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

住
職　

石
塚
さ
ん
、
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
が
、
い

か
が
で
す
か
。

石
塚　

い
や
い
や
、
こ
れ
ば
っ
か
し
は
本
当
に
非
常

に
難
し
い
話
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
答
え
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。

住
職　

た
だ
、
妙
壽
寺
の
歴
史
の
中
で
、
私
は
本
当

に
石
塚
さ
ん
が
か
か
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
の
10
年
、

20
年
は
、
先
ほ
ど
適
材
適
所
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
誰
よ
り
も
私
は
、
檀
信
徒
の
中
で
本
当
に
悲

し
み
の
ど
ん
底
に
あ
る
人
、
困
っ
て
迷
っ
て
い
る
人

が
石
塚
さ
ん
独
特
の
ソ
フ
ト
な
面
で
ど
れ
だ
け
救
わ

れ
て
い
る
の
か
な
と
、
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

大
坪　

そ
れ
は
み
ん
な
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

住
職　

石
塚
さ
ん
が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
や
か

に
な
っ
て
、
胸
襟
が
開
け
て
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
な
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
私
と
し

て
は
第
2
、
第
3
の
、
何
人
で
も
石
塚
さ
ん
が
い
て

く
れ
た
ら
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
お
寺
で
あ
り
た
い
と
。
そ
れ
が
将
来
へ
向
け
て
の

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
と
も
う
1
つ
は
、
河
野
さ
ん
の
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
な
形
で
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
お
寺
に

対
す
る
思
い
が
残
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
日
は
河
野

さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
そ
の
青
春
時
代
の
中
で

そ
う
い
う
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
ま
た
、
そ
う
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
寺
に
な
ら
な
け

れ
ば
と
す
ご
く
思
い
ま
し
た
。

河
野　

私
も
妙
壽
寺
に
13
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
、
か
れ
こ
れ
53
年
に
な
り
ま
す
。
長

い
で
す
ね
、
考
え
て
み
れ
ば
。
私
に
す
れ
ば
第
2
の

ふ
る
さ
と
で
す
。
檀
家
さ
ん
の
数
も
多
く
、
い
ろ
い

ろ
な
人
が
よ
く
来
ま
す
。
私
は
あ
れ
だ
け
弁
当
箱
を

お
渡
し
し
て
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
人
も
い
る

わ
け
で
す
。
お
会
式
、
お
施
餓
鬼
に
し
て
も
、
大
変

な
人
数
で
す
。
お
檀
家
さ
ん
が
お
参
り
し
や
す
い
、

そ
う
い
う
雰
囲
気
を
住
職
が
な
さ
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
今
後
も
住
職
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
、
ひ
と

つ
行
き
や
す
い
お
寺
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

住
職　

最
後
に
最
高
の
褒
め
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今

日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
い
話

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
懐
か
し
過
ぎ
て
、
何
か
ち
ょ
っ

と
涙
が
出
そ
う
な
話
も
幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
お
寺
の
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で

お
力
添
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

〈
了
〉

 

そ
れ
ぞ
れ
の
妙
壽
寺
と
の
ご
縁

住
職　

来
る
1
月
28
日
に
先
代
、
私
は
あ
え
て
両
先

代
と
呼
び
ま
す
が
、
顕
道
・
妙
惠
上
人
の
50
回
忌
、

37
回
忌
を
奉
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
師
父
と
母

堂
は
短
い
間
で
し
た
が
、
妙
壽
寺
の
歴
代
を
夫
婦
で

勤
め
ま
し
た
。
そ
の
二
人
の
時
代
が
50
回
忌
と
い
う

大
き
な
区
切
り
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
日
は
そ
の
両

上
人
を
知
る
お
三
方
、
身
近
な
お
二
人
、
石
塚
さ
ん

と
大
坪
さ
ん
、
ま
た
、
当
山
の
恒
例
行
事
に
お
手
伝

い
い
た
だ
い
て
い
る
河
野
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

石
塚
さ
ん
は
師
父
顕
道
上
人
の
兄
弟
子
で
あ
る
法

昌
寺
露
木
泰
隆
上
人
の
ご
紹
介
で
、
法
昌
寺
お
檀
家

の
石
塚
家
の
ご
子
息
を
お
小
僧
さ
ん
と
し
て
お
預
か

り
す
る
と
い
う
経
緯
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

石
塚　

私
が
妙
壽
寺
に
来
た
の
は
32
年
4
月
初
め
で

す
。
法
昌
寺
の
住
職
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
時
は
、
新

宿
駅
は
ま
だ
板
張
り
の
ホ
ー
ム
で
し
た
。
今
で
も

は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
が
、
恵
子
さ
ん
（
日
照
上

人
五
女
）
に
お
会
い
し
た
ん
で
す
よ
。

住
職　

迎
え
に
来
た
ん
で
す
か
。

石
塚　

い
い
え
、
た
ま
た
ま
す
れ
違
っ
た
ん
で
す
、

新
宿
駅
で
。

住
職　
（
笑
）
で
も
、
当
時
は
そ
れ
ぐ
ら
い
乗
降
客

が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

石
塚　

私
の
母
親
も
一
緒
で
し
た
が
、
露
木
上
人
が

恵
子
さ
ん
を
知
っ
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
が
日

照
上
人
三
回
忌
の
法
要
で
、
お
寺
に
着
い
た
ら
婦
人

会
の
方
々
が
模
擬
店
な
ど
開
い
て
い
て
、
も
の
す
ご

く
に
ぎ
や
か
な
と
き
で
し
た
。

住
職　

妙
壽
寺
に
来
る
こ
と
を
お
母
さ
ん
に
は
言
い

含
め
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

石
塚　

い
や
い
や
、
全
然
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
言

わ
れ
て
い
た
ら
絶
対
に
「
う
ん
」
と
言
わ
な
い
で
す

第二十四世本覚院日淳上人 
第五十回忌

◀︎前列左 当住上人、同右 石塚師。後列左から、寺田師弟・
栄一郎氏、当住上人妹・珠恵さん、寺田祐龍（利則）師、
河野氏（昭和 36 年頃）

石塚泰道師：�昭和 22 年 4 月 14 日生。昭和 32 年〜 38 年の 6 年間頭道上人
の弟子として修行。その後、東京電気 ( 現東芝テック ) に 45 年
間勤務、その傍ら当山の諸行事に奉仕。平成 16 年再得度、廣明
上人の弟子となり平成 19 年より当山の職員として従事。

大坪頭孝師：�昭和 22 年 7 月 27 日生。千代日化工建設株式会社に 46 年間勤
務、その傍ら晴明庵並びに当山の諸行事に奉仕。平成 12 年夏に
庶明上人の弟子となり、平成 23 年退職後、当山の職員として従事。

河野通則氏：�昭和 21 年 11月 23 日生。同 35 年～ 37 年、顕道上人の所化と
して修行。駒澤大学卒業。大成建設に 7 年間勤務後、父の建設
会社に入社。取締役社長を経て、現在相談役。顕道上人遷化後、
以来 50 年余、当山行事に奉仕を続ける。

◀︎左より大坪顕孝師、当住上人、
河野通則氏、石塚泰道師
当山猿江別院御宝前にて

第二十五世智覚院日恵尼上人 
第三十七回忌

か
ら
。

住
職　

当
時
の
妙
壽
寺
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
。

石
塚　

と
に
か
く
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
妙
壽
寺
の

中
で
所
化（
修
行
中
の
僧
）さ
ん
、
炊
事
担
当
、
そ
れ

か
ら
我
々
の
よ
う
な
新
発
意
（
し
ん
ぼ
っ
ち
＝
新
し

い
徒
弟
）
と
か
、
み
ん
な
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
が
あ
り
ま
し
た
。

 
晴
明
庵
・
藤
波
先
生
の
ご
教
化

住
職　

大
坪
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
す
。
晴
明
庵
は
日

照
上
人
の
大
檀
家
で
あ
り
、
本
堂
再
建
の
基
金
拠
出

の
お
施
主
で
あ
っ
た
盛
高
勢
以
（
せ
い
）
さ
ん
の
別

荘
を
お
寺
に
し
ま
し
た
。

大
坪　

私
は
小
学
校
へ
上
が
る
前
後
に
初
め
て
晴
明

庵
に
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
行
事
の
た
び
に

両
親
に
連
れ
ら
れ
て
伺
い
ま
し
た
。

住
職　

と
い
う
こ
と
は
、
昭
和
28
、
9
年
ぐ
ら
い
で
、

晴
明
庵
が
、
一
番
活
気
が
あ
る
と
き
で
し
た
ね
。

大
坪　

行
事
の
度
に
伺
っ
て
、
い
た
だ
き
も
の
を
頂

戴
し
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

住
職　

大
坪
さ
ん
の
ご
兄
弟
は
何
人
で
す
か
。

大
坪　

6
人
兄
弟
で
す
。

住
職　

6
人
の
ご
兄
弟
も
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
来
て

い
た
わ
け
で
す
か
。

大
坪　

い
い
え
、
私
だ
け
で
し
た
。
あ
と
は
一
番
上

の
姉
で
す
が
、
姉
は
そ
の
こ
ろ
学
校
が
あ
っ
た
か
ら
、

私
が
一
番
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。

住
職　

ご
両
親
が
な
ぜ
大
坪
さ
ん
だ
け
を
お
連
れ
に

な
っ
た
か
。
大
坪
さ
ん
が
現
在
、
こ
れ
だ
け
妙
壽
寺

と
晴
明
庵
を
お
助
け
い
た
だ
い
て
い
る
ご
縁
と
い
う

の
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

大
坪　

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
な
ぜ
こ
う
い
う
ふ

う
に
ご
信
仰
を
い
た
だ
い
た
か
。
小
学
校
6
年
の
年

末
、
父
の
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

そ
の
時
に
目
に
ゴ
ミ
が
入
り
、
そ
の
せ
い
か
何
カ
月

に
一
遍
ぐ
ら
い
目
が
痛
み
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状

態
が
続
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
、
晴
明
庵
で
藤
波

先
生
に
お
経
を
あ
げ
て
頂
く
と
、
そ
の
場
で
即
治
る

ん
で
す
。
お
経
に
よ
っ
て
、
霊
が
す
ぐ
に
向
こ
う
へ

行
く
か
ら
治
る
、
こ
の
現
象
は
、
な
か
な
か
信
じ
て

も
ら
え
な
い
で
す
け
ど
、
本
当
に
不
可
思
議
で
し
た
。

そ
の
時
に
30
分
の
お
題
目
を
30
本
と
か
50
本
あ
げ
な

さ
い
と
ご
指
示
を
い
た
だ
く
の
で
す
。

住
職　

そ
の
30
本
、
50
本
の
修
行
は
ご
両
親
が
な


